　＜別　表１＞　教育委員会の審査が必要な配慮事項
Ⅰ　障がいのある生徒に対する配慮
	種　　　類
	対        象        者
	内　　　　　　容
	受験室
	申請書
具申書

	１　小論文の
時間の延長
	(1)　点字による受験者
(2)　強度の弱視者で、良い方の眼の矯正視力が0.15未満の者
(3)　体幹の機能障がいにより座位を保つことができない者
又は困難な者
(4)　両上肢機能の障がいが著しい者
(5)　その他、障がいの状況により、時間延長の必要があると認められる者
	(1)  規定した小論文の時間の1.5倍
(2)
(3)
　　 規定した小論文の時間の約1.3倍
(4)　 
(5)
	別　室
	様式Ａ

	２　代筆解答
	 　障がいの状況により、筆記することが不可能又は困難なため、代筆による解答を希望する者
	(1)　代筆解答のみ
(2)　代筆解答及び小論文の時間の延長（約1.3倍）
	別  室
	様式Ａ

	
	 　上記「代筆解答」を認められた者及び点字による受験が認められた者で、自己申告書の代筆を希望する者
	   自己申告書の代筆
	
	

	３　介助者の
配置
	 　障がいの状況により、受験に際して介助が必要と認められる者
	(1)　介助のみ
(2)　介助並びに小論文の時間の延長（約1.3倍）
<注> 介助の内容については、別途、府教育委員会と協議する。
　　 なお、介助者については、検査室内に原則として中学校教諭を１名配置する。
	別　室
	様式Ａ


Ⅱ　日本語指導が必要な帰国生徒等に対する配慮
	種　　　類
	対        象        者
	内　　　　　　容
	受験室
	申請書
具申書

	１　小論文の
時間の延長
	次の(1)及び(2)に該当する者
  (1) 本人及び保護者が、日本に永住することを目的として、
帰国又は入国した者
　(2) 帰国又は入国後、原則として小学校第１学年以上の学年
に編入学した者
	　規定した小論文の時間の約1.3倍
	別　室
	様式Ｂ

	２(1) 辞書持込
(2) 小論文検査
用紙への
ルビ打ち

  (3) キーワード
の外国語併
記

	上記「小論文の時間の延長」を認められた日本語指導が必要な帰国生徒等で、左記(1),(2),(3)を希望する者
	(1) 受験者が希望する英語以外の外国語の辞書の持込
みを２冊まで可能とする（例:日中辞典と中日辞典）。
(2) 小論文において、ルビをつけた検査用紙を配付する。
（ルビは小学校学習指導要領学年別漢字配当表で示される漢字以外の漢字の読みとする。）
(3) 小論文について、題意の理解を支援するため、キーワードとなる語に受験者が希望する外国語を併記する。
　<注> 辞書持込・ルビ打ち・キーワードについては、それぞれ申請することができる。
	別　室
	様式Ｂ

	３　小論文におけ

る日本語以外
の使用
	原則として、外国において継続して２年以上在留し、帰国後２年以内の者
	　小論文における日本語以外の使用
	別　室
	様式Ｂ

	４　自己申告書の
代筆又は
日本語以外の
使用
	原則として、外国において継続して２年以上在留し、帰国後２年以内の者で、自己申告書の代筆を希望する者

	(1) 自己申告書の代筆

(2) 代筆が不可能な場合は、日本語以外で作成した自己申告書を令和元年９月２日（月）までに、府教育委員会に提出する。その後、志願者は日本語に翻訳後厳封された自己申告書を受け取り、府立桃谷高等学校へ出願時に厳封された状態で提出する。
	――
	


＜別　表２＞　中学校長から高等学校長への文書連絡による配慮事項
	種　　　類
	対        象        者
	内　　　　　　容
	受験室
	申請書

	拡大した検査用
紙による受験
	障がいの状況により、通常の検査用紙による解答が困難な者
	拡大した検査用紙（Ｂ４判）を用いる。
（連絡を受けた府立桃谷高等学校長は、府教育委員会に文書（別記様式①）により報告すること。出願後には志願先部名を追記して報告すること。)
	原則と
して別
室
	様式Ｄ


＜別　表３＞　高等学校長の判断による配慮事項
	対                象                者
	内　　　　　　　　　　　　容

	障がいのある者又は病気等のため所定の検査室において受験できない者
	(1) 別室による受験
 　 ア　検査会場

      　府立桃谷高等学校の保健室等又は病院

    イ　医師の承諾・中学校長等の別室受験願

      　病気等の場合はなるべく「受験しても差し支えない」という医師の承諾書等又は中学校長等の別室受験願を求める。病院での受験の場合は検査中にも医師に対応してもらえるよう依頼しておく｡

　　 　 なお、別室受験願の様式は特に定めていない。

    ウ　控  室

      　必要に応じて検査室の近くに付添者を待機させる部屋を設けてもよい。

    エ　監督教員

      　２名以上

    オ　検査用紙の取扱い

      　特に厳重に取扱う。病院での受験では厳封の上、検査会場に搬入する等の対応をとること。校内の場合は、配慮内容等を確認し、検査用紙の誤配付のないよう注意すること。

(2) 休憩時間の延長

 　 　(1)の別室受験を認めた者で、特に必要と認められる者について、休憩時間を延長することも差し支えないが、その場合には府教育委員会に連絡すること。

	座席の変更等を必要とする者
	聴覚に障がいのある者で座席の変更、補聴器等の使用を希望する者は、これを許可する。


